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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

ICTを文房具にする取組
～日常的な活用と校内組織づくりに注目して～

京都市総合教育センター 研究課 木村祐太

令和3年度 第23回教育研究発表会

①GIGA端末って何のために？

②GIGA端末を使いこなすようになると…

③理想に至るステップは？

日常的な活用

④実践を個人のものにしないために

校内組織づくり

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

社会背景

〇高い情報活用能力を備えた人材の需要の高まり

ICTを使って情報を生かし，
何かを創り出す人材

〇必要な力の変化 例【PISA型読解力】
追加：（情報を）評価し，熟考する

情報を収集し，
多面的多角的，批判的にみる活動の必要性
→教科書から学ぶだけでは無理

情報活用能力育成

平成25年度 文部科学省「情報活用能力調査」調査結果より

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

児童生徒が

ICTを使い情報活用する力 を

磨くため

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

１人１台の端末環境を生かし，端末を日常的
に活用することで，ICTの活用が特別なこと
ではなく「当たり前」のこととなるようにす
るとともに，ICTにより現実の社会で行われ
ているような方法で児童生徒も学ぶなど，学
校教育を現代化することが必要である。児童
生徒自身がICTを「文房具」として自由な発
想で活用できるよう環境を整え，授業をデザ
インすることが重要である。

中央教育審議会「令和の日本型学校教育の構築を目指して（答申）」

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

文房具にするとは？

教師主導の教具
学習活用できる
汎用的なツール

（発信，記録，調べる等）

指示された場面以外禁止
特定場面（単元）で使う

みんな同じ用途

学習者が選択できる
学習者が常用する
個別最適な学び

ICTは（一部の）大人が
仕事で使うもの

大人も子どもも
日常的に使うもの

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

児童生徒が

ICTを「文房具」のように使い

情報活用能力を発揮し

実社会のように学ぶ姿

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

授業改善

個別最適な学び

協働的な学び
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

GIGA端末を使いこなすようになると

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

ある休み時間に GIGA端末を使って

・授業で出された課題の解決に必要な情報を収集

・授業に使うプレゼンを改善

・係活動や委員会で行った
アンケート結果を友達と分析

・デジタルドリルで復習

同じ活動をしているように見える

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

GIGA端末→より多様な情報
情報の収集

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

GIGA端末→効率的な情報活用
整理・分析

課題の設定

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

GIGA端末→学びの複線化

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

GIGA端末→学びの複線化

課題の設定

情報の収集

整理・分析

情報の収集

情報の収集

整理・分析

情報の収集

整理・分析

→個別最適な学び，主体的な学び

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

GIGA端末→資源，時間の節約
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

GIGA端末→協働的な学び

おはようござい
ます。皆さん。

これからみんなで計
画していくから、見
て気になったこと
あったら言ってね。

児童生徒に必要な
情報活用能力

ICTを文房具にするSTEP４
STEP４

社会課題の解決
夢の実現

教師主導の活用：
タブレットで～～
して下さい。

子どもの主体的活用：
タブレットで～～しよう。

STEP１
1場面で

STEP３
単元を通して
単元をこえて

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

STEP２
1時間を通して
児童の選択
日常的活用
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

Q：GIGA端末を活用した授業実施するにあたり課題や困りを感じていることがあ
れば教えてください。（n＝２９ 単位は人）

ステップ１
教師によるピンポイント活用

考えを共有→比較
・「ちがい」から新たな問いを創る。
・「共通点」から一般化する。
・「相互評価」から価値を見いだす。

振り返りや個人のまとめの共有→比較
・学びの整理，新たな気付きを促す。

※指導者が簡単に把握できる

※主体が子どもではない点に注意！

ノートを撮影して，共有
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

STEP２
1時間を通して
児童の選択
日常的活用

STEP１
1場面で

児童生徒に必要な
情報活用能力

STEP３
単元を通して
単元をこえて

STEP４
社会課題の解決

夢の実現

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

ステップ２－①
児童の選択・1時間を通して

体育科

試したい技の手本動画を見て
イメージをつかむ

自身の技の様子を動画で記録

記録した動画を見てイメージと比較・分析
お手本動画と比較・分析
分析内容のメモ・蓄積

児童が
必要だと
思った時に

課題の把握

情報の収集

整理・分析

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

ステップ２－①
児童の選択・1時間を通して

国語科

話し合いのモデルの動画を見て
イメージをつかむ

話し合いの様子を動画で記録

記録した動画を見てイメージと比較・分析
モデル動画と比較・分析
分析内容のメモ・蓄積

課題の把握

情報の収集

整理・分析

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

ステップ２－①
児童の選択・1時間を通して

国語科

書写の手本動画

図画工作科

道具の使い方
細かい作業・難しい作業の手本
モデルとなる作品

など

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

小学校低学年(ステップⅠ） 小学校中学年（ステップⅡ） 小学校高学年（ステップⅢ） 中学校（ステップⅣ）

コンピュータの起動や終了を行う。指やタッチペンで文字や絵を

かいたり，五十音順ソフトキーボードで文字を入力したりする。

キーボード等による文字入力や，マウス，タッチパッドによる操

作を行う。

キーボード等で，10分間で300字程度(授業の振り返りを5分間で入

力できる速さの目安)の文字入力を目指す。
キーボード等で，10分間で400字以上の文字入力を目指す。

写真や音声，動画の記録を行う。 写真や音声，動画の簡単な編集や記録を行う。 目的に応じたアプリケーションの選択と情報の編集や記録を行う。
目的に応じたアプリケーションの選択・操作によって，意図した情報の編集や

記録を行う。

電子ファイルの呼び出しと保存をする。 電子ファイルのフォルダ管理をする。
クラウドの特性を踏まえて，電子ファイルのフォルダ管理，送受信

を行う。

必要に応じて電子ファイルを圧縮，暗号化，バックアップする等して，適切に

運用する。

キッズ用検索サイトで，タップして調べたり，五十音順ソフト

キーボードを使ってキーワード検索したりする。
複数のキーワードで検索する。 複数のキーワードや条件を工夫した検索をする。 目的に応じた検索サービスやデータベース等を使い分ける。

オンライン学習を経験する。 オンライン学習に参加する。 資料等を活用して，オンライン学習に参加する。 資料等を活用して，オンライン学習に参加する。

身の回りの疑問や問題に気付き，解決しようと計画を立てる。
身近な問題・課題に気付き，解決しようと探究する計画を立て

る。

身近な社会における課題を設定し，解決しようと探究する計画を立

てる。
社会における課題を設定し，解決しようと探究する計画を立てる。

観察やインタビュー，図書，Webサイト等から情報を見つける。
インタビューやアンケートを活用した調査，百科事典等の文献，

Webサイトなどから情報を集める。

信頼性や信ぴょう性を考えて，目的に応じた情報の収集や選択を行

う。
情報がもつ特性や重要度をふまえて，目的に応じた収集や選択を行う。

見付ける，順序だてる，比べる，試す等の学習活動を通して，情

報を整理する。

比較，分類，理由づけ，関連付け，統合等の考えるための技法を

活用し，情報を表やグラフに整理してデータの変化を捉える。

多面的にみる，抽象化する，構造化する等の目的に応じて考えるた

めの技法を選択し，表やグラフに整理して複数の観点から情報の傾

向と変化を捉える。

目的や状況に応じて統計的に整理したり，考えるための技法を組み合わせたり

して，傾向と変化を捉える。

相手に伝わるように実物，写真，動画等を活用して，工夫して表

現する。

相手や目的に応じて,プレゼンテーション等の表現方法を選択し，

表現する。

相手や目的，意図に応じて適切な複数の表現手段を組み合わせ，相

手とのやり取りを含めて表現する。

不特定多数の他者を想定し，目的や意図に応じて，プレゼンテーションや

Web，SNS，プログラミング等によって表現する。

情報を使って学習し，学びを振り返り，良さを確認する。
見通しをもって情報を使った学習を進めるとともに，学びを振り返り，次に

やってみたいことを考える。

自分で計画を立て，情報を使った学習を進め，学びを振り返り，調整しな

がら次にやってみたいことを考える。

自分で情報活用の計画を立て，情報を活用した学習を進め，学びを振り返り，効果や改

善点を考える。

物事の分解 物事を小さな要素に分けて捉え，絵やカードに表す。 要素の組み合わせで物事を捉え，図示する。 要素の関係性を基に物事を捉え，図示する。 物事の全体を様々な要素の関係で捉え，図示する。

問題解決手順の構築 問題解決の手順等を順序だてて表す。
問題解決の手順を，条件によって動きが変わる要素，同じ動作を

繰り返す要素等を含んで図示する。

自分が考えた問題解決の手順を，センサー等から入力された数値に

よって動きが変わる要素を含んで図示する。
問題解決の手順を，複数の処理が並行して行われる要素を含んで図示する。

試行錯誤 意図した動きなどになるように，試行しながら修正する。
意図した動きなどになるように，試行を通して手順の改善点を見

出したり，修正したりする。

自分が意図した目的を達成するように試行し，プログラムを改善す

る。

問題解決のための安全・適切なプログラムの制作及び，動作確認・デバッグを

する。

一般化 問題解決の手順には規則性があることに気づく。
問題解決の手順には規則性があり，他の場合にも応用することが

できることに気づく。

物事の類似点や規則性を見つけ，他への転用や応用を意識しながら

解決策を考える。
物事の類似点や規則性をもとにモデル化し，他の問題解決に活用する。

情報社会の倫理 自分や他人の作ったものや表現等を大切にする。 自分や他人の著作権や肖像権等の権利を大切にする。 社会における著作権や肖像権等の個人の権利を尊重する。
法の下に，他者の権利や，著作権・産業財産権といった知的財産権を尊重す

る。

法の理解と遵守
相手意識をもって，情報を利用するときの基本的なルールとマ

ナーを守って行動する。

相手への影響を考えて，情報を利用するときのルールとマナーを

守って行動する。

他人や社会への影響を考えて，情報を利用するときのルールとマ

ナーを守って行動する。
情報の公共性や，情報に関する法律や契約について理解し，適切に行動する。

情報セキュリティ
名前，住所，連絡先，顔写真，ID，パスワード等を含む個人情報

を安全に利用する。
個人情報の重要性を理解し，正しく利用・管理する。

自他の個人情報がもつ価値やリスクを理解し，不正使用や不正アク

セスをされないように，正しく利用・管理する。

自他の個人情報がもつ価値やリスクを理解し，自分の責任や義務を踏まえて，

個人認証やウイルスチェック，ファイアーウォール，フィルタリング等を適切

に使用し，情報セキュリティに努める。

健康と安全
健康や安全に気を付けて，時間等の使い方のルールを守り，個人

情報を正しく取り扱うようにする。

健康や安全に気を付けて，情報機器やサービス，個人情報を正し

く取り扱うようにする。

健康や安全に配慮して，情報機器やサービス，自他の個人情報等を

正しく取り扱う。

健康や安全に配慮して，情報機器やサービス，自他の個人情報等を正しく取り

扱う。

公共的なネットワーク社会

の構築

身の回りにたくさんの情報機器が使われていることを知り，情報

や情報技術を適切に使おうとする。

身近な生活において，情報機器やネットワークが使われているこ

とを知り，情報や情報技術を生活に活かそうとする。

社会においてプログラムや公共のネットワークが活用されているこ

とを知り，情報や情報技術をよりよい生活や社会に活かそうとす

る。

情報システムの活用方法やネットワークの公共性を意識して，情報や情報技術

をよりよい生活や持続可能な社会の構築に活かそうとする。

学習内容

基

本

的

な

操

作

等

基本操作

編集と記録

ファイル等の管理

オンライン学習

Web検索

問

題

解

決

・

探

究

に

お

け

る

情

報

活

用

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

℗※

情

報

モ

ラ

ル

㋲※

課題の設定・計画

情報の収集

情報の整理・分析

まとめ・表現

評価・改善

情報活用能力アドバイスシート

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

情報の収集
観察やインタビュー，図書，Webサイト
等から情報を見つける。

情報の整理・分析
見付ける，順序だてる，比べる，試す等
の学習活動を通して，情報を整理する。

まとめ・表現
相手に伝わるように実物，写真，動画等
を活用して，工夫して表現する。

持ち帰ることができないもの，一瞬

保存して，写真や動画を見せながら表現
何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

〇先生からの連絡の確認

ステップ２－② 日常的な活用

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

〇めあての達成度の振り返り

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

〇児童生徒による
スピーチ

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

〇タイピングソフト

Playgram Typing（プレイグラムタイピイング）
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

〇３ヒントクイズ（分解・抽象化）→
検索ゲーム（3つの要素を入力）

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

〇デジタルドリル
（orフォルダから適切な課題の選択）

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

〇デジタルドリル

デジタルドリルに取り組ませるだけでは・・・

・問題を解いた後，答えを記憶して解き直している
だけで理解に至らない。

・ポイントをためることが目的化し，同じ問題を何
回も短時間で解いている。

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

〇デジタルドリル

デジタルドリルに取り組ませるだけでは・・・

・問題を解いた後，答えを記憶して解き直している
だけで理解に至らない。

・ポイントをためることが目的化し，同じ問題を何
回も短時間で解いている。

正しい取り組み方の価値づけを行う

学習履歴を見て個別に声をかける

課題：どのような取り組み方をすべきか

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

〇1日の振り返り

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

〇一週間の振り返り
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

〇問題作り

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

〇問題作り

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

〇問題作り

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

〇問題作り
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

4年生
月 火 水 木 金

帯時間 Formsで課題 Formsで課題 Formsで課題 Formsで課題 Formsで課題

1 国語

2 国語

休み時間

3 社会 国語 総合 体育

4 社会 総合

昼休み

帯時間 タイピング練習 タイピング練習 検索ゲーム

5 体育

6 ふりかえり

帰りの会

4年生
月 火 水 木 金

帯時間 Formsで課題 Formsで課題 Formsで課題 Formsで課題 Formsで課題

1 国語

2 国語

休み時間

3 社会 国語 総合 体育

4 社会 総合

昼休み

帯時間 タイピング練習 タイピング練習 検索ゲーム

5 体育

6 ふりかえり

帰りの会

9月22日計測5分間の文字入力数

100字未満 ４名

100～ 17名

150～ 8名
200～
250～ 1名
300～
350～ 1名
合計 31名
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

１年生
月 火 水 木 金

帯時間 頑張りカード 算数：問題練習 頑張りカード

1

2

休み時間

3 算数・問題作り

4

昼休み

帯時間 ロイロでゲーム デジタルドリル

5

6

帰りの会

起動→立ち上げ ２～３分

写真撮影，ひらがな入力
フォルダからデータの取り出し

友達への共有

STEP２
1時間を通して
児童の選択
日常的活用

STEP１
1場面で

児童生徒に必要な
情報活用能力

STEP３
単元を通して
単元をこえて

STEP４
社会課題の解決

夢の実現

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

ステップ３ 単元を通して，こえて
児童が主体的に

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

紹介したい伝統工芸に
ついて情報を集める

目的に合わせて情報を
選択，要約する

伝統工芸の魅力の伝わる文を書く

ステップ３ 単元を通して，こえて
児童が主体的に

みんなが立てた計画だと，今日は
情報収集をする予定でしたね。

私は，西陣織について知りた
いから図書室の本で調べよう。
わかったことはカードでメモし
ておこう。

僕は，まずはネットで調べてみ
ようかな。わかったことはコピー
して残しておこう。
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

ステップ３ 単元を通して
児童が主体的に

合計7時間で完成させてください。

西陣織について本で調べるのに２時間
かな。カードにメモしながら調べれば，
要約するのには２時間あれば大丈夫。

とりあえずネットで調べよう。１時間
あれば調べられると思うけれど。書く
時間が欲しいから，できるだけ急ごう。

学習過程と

本やインターネットから
情報を収集する

情報をカードにして残す

必要な情報を見つける
「使いやすさ」「美しさ」など
どのような魅力かがわかるように

情報を分類する

リーフレットの形式に合わせて
情報を配置し，表現する

情報活用能力
モデル文から課題をつかむ

要約の仕方や調べたことの書き方に
ついて振り返る

課題の設定

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

評価・改善

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり



25

令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

総合的な学習の時間

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

京都市について，自身の問いをもと
に情報（写真やインタビュー等）を
収集

集めた写真を問いや場所ごとに整理
して保存

グループの情報を共有し，気付いた
ことを書いたり，問いについて考え
たりする

収集した情報をもとに，調べて分
かったことをまとめる

（文部科学省「GIGAスクール構想の下での小学校社会科の指導について」記載の例をもとに木村が作成）

自身の問いをもつ

社会科（３年生）

課題の設定

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

STEP２
1時間を通して
児童の選択
日常的活用

STEP１
1場面で

児童生徒に必要な
情報活用能力

STEP３
単元を通して
単元をこえて

STEP４
社会課題の解決

夢の実現

まずはここから！

慣れていない

次第にこちらへ

慣れてきた

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

実践を個人のものにしないために
校内組織づくり

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

１．実践事例の蓄積

２．教育情報化促進チームにおける共有

３．校内への波及
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

実践事例の蓄積

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

実践事例の蓄積
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

実践事例の蓄積

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

教育情報化促進チームにおける共有

主任
ホワイトボードでもできると思うけれど，GIGA端末を使った
理由はなんでしょうか？

Web上で共有したノートを使って，集めた情報をカードにして
分類をしました。自分たちの情報が関連付けられたり，情報の
量を視覚的に把握できたりするのでよかったです。

文を消したり，カードを貼り替えたりというのは，GIGA端末
の方が楽だと思う。

グループで情報を集めて，まとめて整理分析するときに使え
そうですね。

価値の共有 一般化
何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

教育情報化促進チームにおける共有

主任
4年生も新聞を作る学習の中で，同じ課題が見られた。目的に
応じて調べることは課題。

5年生で，共同編集の機能を使ってグループで1枚の新聞を作成
した。けれど，情報の収集をしているときに，目的を意識しな
いでただ写真を撮っている場合があり，それが課題だった。

情報収集の仕方が課題やな。

何をどのように伝えたいかというゴールが見通せていないと。

課題の共有 一般化
何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

教育情報化促進チームの意義
と主任の役割

価値の共有 一般化

課題の共有 一般化

教師・学校・児童の
成長の効率化

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり
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令和４年２月１８日
Ａ分科会 研究発表Ⅱ

【小学校】情報教育

校内組織づくりの課題

△シートによる情報共有のみでは，
参加教師の経験によっては
実践のイメージがしにくい場合がある。

△シートによる情報共有の手間。

校内研究における授業分析の視点の一つに，
情報活用能力・GIGA端末の効果検証を含める

授業動画をUPしておいて各自が見たうえで，
効果検証する。

何のため 良さ ステップ＆日常 校内組織づくり

ICTを文房具にする取組
～日常的な活用と校内組織づくりに注目して～

京都市総合教育センター 研究課 木村祐太

令和3年度 第23回教育研究発表会
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